
部
、
三
版
（
昭

・

五
版
（
昭

・

・

が
発
行
さ
れ
る
ほ
ど

三
月
に
は
日
本
出

辞
」
を
記
し
た
帯
が

本
書
は
九
軍
神

じ
て
此
の
軍
神

真
珠
湾
攻
撃
特
殊

子
文
六
）
の
小
説
『

和
十
七
年
七
月
一
日

載
を
は
さ
ん
で
、
十

の
朝
日
文
化
賞
を
受

聞
社
か
ら
単
行
出
版

岩
田

５
・

）
五
万
部
、
四
版
（
昭

・
７

）
四
万
部
と
版
を
重
ね
、
初
年
度
だ

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

版
文
化
協
会
の
推
薦
を
受
け
、
再
版

付
さ
れ
て
い
る
。

の
一
人
横
山
少
佐
を
モ
デ
ル
と
し
た
主

を
育
ん
だ
我
が
無
敵
の
海
軍
魂
の
拠
つ

潜
航
艇
の
〈
九
軍
神

を
テ
ー
マ
に
し

海
軍
』
は
、
そ
の
事
績
発
表
か
ら
わ
ず

か
ら
「
朝
日
新
聞
」
で
連
載
が
始
ま
り

二
月
二
十
四
日
の
第
百
七
十
六
回
で
完

賞
。
翌
十
八
年
二
月
五
日
、
川
端
龍
子

さ
れ
た
。
初
版
三
万
部
、
再
版
（
昭

豊
雄
『
海
軍
』
の
展
開

・
１
）
五
万
部
、

け
で
二
十
二
万
部

か
ら
は
「
推
薦
之

人
公
の
生
立
を
通

て
来
る
所
の
有
形

な
く
、
然
も

辞
」、
傍
点
引

小
説
『
海

人
公
谷
真
人

交
友
を
と
お

（
広
い
海
へ
、

本
作
の
成
立

た
岩
田
豊
雄
（
獅

か
四
ヶ
月
後
、
昭

、
途
中
一
日
の
休

結
す
る
。
こ
の
年

の
装
幀
で
朝
日
新

・
３
・

）
五
万

無
形
の

時
局
を
反
映

如
く
私
は
帝

初
出
未
詳
）

く
の
戦
意

之
を
（
略
）

十
分
に
意
を
尽
し
所
期
の
目
的
を
達
し

用
者
、
以
下
同
。）
に
あ
る
。

軍
』
が
戦
後
も
反
故
に
な
ら
ず
、
読
み

を
神
格
化
せ
ず
、
同
郷
の
親
友
牟
田
口

し
て
、「
劣
等
生
で
は
な
か
つ
た
が
、

一
）
血
の
か
よ
っ
た
人
物
と
し
て
描

過
程
や
作
品
評
価
、
戦
後
版
と
の
本
文

伝
統
と
環
境
と
組
織
と
を
描
か
う
と
し

し
た
文
章
で
は
あ
る
が
、
作
者
自
身
、

国
海
軍
が
書
き
た
か
っ
た
の
で
あ
り
ま

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
要
約
は
間
違
っ

揚
作
品
と
異
な
る
の
は
、「
行
届
い
た

消
化
し
、
そ
の
間
決
し
て
不
必
要
に
大 二

田

中

得
て
ゐ
る
点
」（「
推
薦
之

継
が
れ
て
い
る
の
は
、
主

隆
夫
や
そ
の
妹
エ
ダ
と
の

優
等
生
で
も
な
か
つ
た
」

い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

異
同
な
ど
に
つ
い
て
は
、

た
小
説
で
あ
る
。

「
題
名
が
正
直
に
示
す
が

す
」（「
原
作
者
と
し
て
」

て
い
な
い
。
し
か
し
、
多

調
査
の
上
に
立
ち
な
が
ら

き
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と

三
〇

励

儀



岩
田
豊
雄

「
九
柱
の
軍
神
を
、

『
海
軍
』
を
書
い
た
動

小
説
『
海
軍
』
の
成

そ
の
う
ち
、
よ
く

様
子
を
記
し
た
「『
海

刷
一
万
部
、
新
潮
社

ね
た
記
録
「
土
浦
・

記
」
と
し
て
十
六
の

が
「
海
軍
報
道
部
や

私
は
甘
ん
じ
て
そ
の

・
７
）
と
述
べ
る

後
の
「
襍
記
」
に
は

ラ
ー
化
し
た
『
海
軍

版
『
海
軍
』、
映
画
脚

け
た
い
。

一

小
説
『
海
軍
』
が

を
集
め
た
『
海
軍
随

旧
稿
を
著
し
た
こ
と

『
海
軍
』
の
展
開

全
部
書
い
て
み
た
い
ほ
ど
の
感
激
を

機
」
初
出
未
詳
）
岩
田
が
、
積
極
的

立
に
関
わ
る
文
章
が
大
半
を
し
め
る
。

ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
東
京
・
鹿
児
島

軍
』
余
話
」
で
あ
ろ
う
。
小
説
『
海

）
を
刊
行
す
る
。
同
書
に
は
、
各
地
の

霞
ヶ
浦
」「
海
軍
潜
水
学
校
」
な
ど
五

短
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
の
五
編

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
依
頼
が
あ
っ
た
も

依
頼
に
応
じ
た
」（「『
海
軍
』
そ
の

よ
う
に
、
他
動
的
な
動
機
に
基
づ
く
場

、「
横
山
少
佐
の
手
紙
」「『
海
軍
』
の

』
の
そ
の
後
を
、「『
海
軍
』
余
話
」
自

本
『
海
軍
』
な
ど
の
紹
介
・
分
析
を

版
を
重
ね
る
中
で
、
岩
田
は
日
本
海
軍

筆
』（
昭

・

・
１
初
版
一
万
部
、

が
あ
る
の
で
、
繰
り
返
さ
な
い
。
本
稿

受
け
た
」（「
小
説

に
取
材
を
重
ね
た

・
呉
で
の
取
材
の

軍
』
の
谷
真
人
の

「
海
軍
後
記

記
」
が
「
余

録
時
に
削
除

活
字
の
大

き
が
あ
る
の

海
軍
諸
学
校
を
訪

編
の
ほ
か
、「
襍

は
、
戦
後
、
岩
田

の
ば
か
り
だ
が
、

他
に
つ
い
て
」
昭

合
が
多
い
。
一
方
、

旅
」
を
は
じ
め
、

の
宣
伝
も
兼

「『
海
軍
』

し
た
い
。
欄

原
稿
用
紙
四

っ
た
ん
切
り

ペ
ン
書
き
。

記
さ
れ
て
お

筆
原
稿
、
少
国
民

と
お
し
て
、
跡
付

に
関
連
し
た
随
筆

昭

・
５
・
１
二

肥
後
盛
保
か

尾
上
先
生
か

ら
聞
い
た
海

こ
の
「『
海

日
に
、
中
村

連
載
終
了
か

作
品
の
評
判

で
は
、
ベ
ス
ト
セ

モ
デ
ル
・
横

二

」「
海
軍
後
記

」
な
ど
と
誤
記
さ

話
」
と
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
回
数
表

さ
れ
る
。
署
名
は
一
貫
し
て
「
岩
田
豊

き
さ
を
示
す
数
字
な
ど
、
割
付
け
を
指

で
、
こ
れ
を
決
定
稿
を
み
な
し
て
差
し

ね
た
こ
と
だ
ろ
う
。

余
話
」
の
自
筆
原
稿
が
手
元
に
あ
る
の

外
に
「
岩
田
用
紙
」
と
記
さ
れ
た
四
百

十
枚
が
、
各
章
四
枚
づ
つ
に
ま
と
め
ら

離
し
、
後
で
貼
り
合
わ
さ
れ
た
原
稿
用

各
章
、
章
題
の
前
に
「
海
軍
余
話
１
」

り
、
初
出
紙
の
連
載
表
記
と
対
応
し

ら
聞
い
た
幼
少
時
の
話
「
西
瓜
」、
郷

ら
聞
い
た
軍
人
組
の
話
「
桜
星
会
」、

軍
兵
学
校
時
代
の
逸
話
「
軍
神
の
話
」

軍
』
余
話
」
は
、「
朝
日
新
聞
」
昭
和

直
人
の
カ
ッ
ト
を
付
し
て
連
載
さ
れ
た

ら
ほ
ぼ
一
週
間
後
、
早
く
も
そ
の
「
余

は
高
か
っ
た
。
単
行
本
刊
行
を
控
え
た

山
正
治
少
佐
の
閲
歴
を
め
ぐ
っ
て
、
東

三
一

れ
た
後
、
赤
鉛
筆
で
「
後

記
は
、『
海
軍
随
筆
』
収

雄
」。

示
し
た
他
筆
に
よ
る
朱
書

支
え
な
い
。
注
目
す
べ
き

で
、
以
下
に
所
見
を
報
告

字
詰
（
二
十
字
二
十
行
）

れ
て
い
る
。
中
央
部
で
い

紙
も
多
い
。
本
文
は
青
色

「
海
軍
余
話

」
な
ど
と

て
い
る
。
第
八
回
以
降
は

里
鹿
児
島
で
中
学
の
恩
師

呉
の
水
交
社
で
同
期
生
か

な
ど
、
十
章
か
ら
成
る
。

十
八
年
一
月
一
日

十
三

。
小
説
『
海
軍
』
の
新
聞

話
」
が
綴
ら
れ
る
ほ
ど
、

時
期
に
も
当
た
り
、
近
刊

京
の
岩
田
の
私
宅
で
親
友



岩
田
豊
雄
『
海
軍
』
の
展
開

二
三
二



岩
田
豊
雄

第
二
回
で
「
軍
神
の

時
代
の
横
山
少
佐
の

あ
ろ
う
。
ま
た
、
小

た

・

子
の
話
を

内
容
と
合
致
し
な
い

わ
っ
て
く
る
。

推
敲
段
階
で
、
章

「
軍
神
の
片
影
」

「
呉
と
い
ふ
町
」

「
二
十
四
五
六
」

「
自
啓
録
」
「
展

回
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
で

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

屋
に
は
、「
聖
上
が
白

翁
肖
像
複
製
と
が
、

た
箇
所
の
欄
外
に
、

そ
の
指
摘
を
容
れ
て

室
や
軍
隊
に
対
す
る

は
、
各
回
の
一
枚
目

『
海
軍
』
の
展
開

片
影
」
を
「
軍
神
の
話
」
に
変
え
た
の

逸
話
を
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
伝
え
よ

学
校
の
同
じ
ク
ラ
ス
で
、
横
山
少
佐
と

伝
え
る
第
三
回
は
、「
た
け
く
ら
べ
」

。「
屋
根
裏
の
部
屋
」
が
第
八
回
で
採

題
の
変
更
が
四
箇
所
あ
る
。

「
軍
神
の
話
」（
第
二
回
）

「
屋
根
裏
の
部
屋
」
「
た
け
く
ら
べ

「
青
年
士
官
」（
第
七
回
）

覧
会
」
「
自
啓
録
そ
の
他
」
「
自
啓

あ
る
。
事
前
検
閲
を
受
け
る
た
め
、
当

。
検
閲
の
一
例
を
あ
げ
る
。
横
山
少
佐

雪
に
召
さ
れ
た
御
写
真
と
、
キ
ヨ
ソ

間
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
。」（
屋
根
裏
の

大
き
く
「
宮
廷
注
意
」
と
朱
の
ゴ
ム
印

岩
田
は
、「
御
写
真
」
を
「
御
英
姿
」

過
剰
な
配
慮
が
要
求
さ
れ
た
、
窮
屈
な

に
「
要
検
閲
至
急
」「
検
閲
用
至
急
」

は
、
海
軍
兵
学
校

う
と
し
た
配
慮
で

常
に
首
席
を
争
っ

以
外
の
章
題
は
、

用
さ
れ
る
こ
と
か

は
女
卑
論
者

た
し
、
ま
た

た
。」（
た
け

も
、
横
山
少

モ
デ
ル
と
し

」（
第
三
回
）

録
と
手
紙
」（
第
九

ま
ず
、
横

可
愛
く
」
を

の
桜
星
会
記

を
「
少
佐
は

た
。」（
桜
星

う
と
す
る
推

ふ
。
少
佐
の

局
に
提
出
さ
れ
た

の
自
宅
の
勉
強
部

ネ
の
描
い
た
南
洲

部
屋
）
と
記
さ
れ

が
捺
さ
れ
て
い
る
。

と
訂
正
し
た
。
皇

時
代
の
空
気
が
伝

て
、
第
七
回

に
別
れ
を
告

と
し
た
も
の

自
筆
原
稿

た
。」
「
お
集

パ
ー
ト
」（
西

な
い
。
し
か

と
大
き
く
朱
書
き

ら
推
し
て
、

二

で
は
な
か
つ
た
と
思
ふ
。
少
佐
は
母
親

、
姉
の
う
ち
に
は
、
教
鞭
を
と
つ
た

く
ら
べ
）
へ
、
母
親
に
対
す
る
尊
敬
を

佐
の
や
さ
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
推

た
小
説
『
海
軍
』
の
谷
真
人
も
、
休

山
少
佐
の
形
象
に
つ
い
て
。
兵
学
校
時

「
声
は
優
し
か
つ
た
が
」（
軍
神
の
話

念
写
真
の
「
少
佐
は
薩
摩
絣
を
着
て
、

薩
摩
絣
を
着
て
、
坊
主
刈
り
で
、
一

会
）
に
改
稿
す
る
な
ど
、
親
し
み
の
持

敲
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
少
佐
は
男
権

姉
の
う
ち
に
は
、
教
育
家
に
な
つ
た
人

で
「
二
十
四
五
六
」
を
「
青
年
士
官
」

げ
に
帰
郷
し
た
横
山
少
佐
の
若
さ
を
、

で
あ
ろ
う
。

と
『
海
軍
随
筆
』
収
録
本
文
と
の
異
同

り
を
願
つ
た
。」（
た
け
く
ら
べ
）、「

瓜
）
な
ど
数
ヶ
所
に
過
ぎ
ず
、
内
容

し
、
推
敲
段
階
で
の
手
入
れ
は
数
多
く

当
初
考
え
ら
れ
た
内
容
が
変
更
さ
れ
た

三
三

を
限
り
な
く
尊
敬
し
て
ゐ

ほ
ど
知
識
の
あ
る
人
も
ゐ

強
調
す
る
方
向
へ
の
改
稿

敲
だ
ろ
う
。
横
山
少
佐
を

暇
で
帰
郷
し
た
折
り
に
、

代
の
横
山
少
佐
の
「
声
は

）
に
改
稿
、
昭
和
十
五
年

ニ
コ

し
て
ゐ
た
。」

見
、
中
学
生
の
や
う
だ
つ

て
る
好
青
年
と
し
て
描
こ

論
者
で
は
な
か
つ
た
と
思

も
あ
る
。」
か
ら
、「
少
佐

に
変
え
た
の
は
、
ひ
そ
か

軍
人
と
し
て
強
調
し
よ
う

は
、「
座
談
を
お
願
ひ
し

山
形
屋
デ
パ
ア
ト
」
「
デ

に
関
わ
る
大
き
な
変
更
は

見
ら
れ
る
。

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し



々
に
疲
労
の
色
が
あ

山
家
の
人
々
は
ど
れ

私
は
な
ん
だ
か
傷
ま

岩
田
は
弔
問
客
へ
の

こ
の
頃
、
横
山
家
を

地
の
青
少
年
団
な
ど

を
顕
彰
す
る
こ
と
で

約
四
十
日
後
、
横
山

「『
今
日
の
煙
草
売
切

目
に
す
る
。
後
に
「

に
、
私
の
眼
に
映
つ

問
客
の
た
め
、
日
常

印
象
を
受
け
た
の
で

「
そ
の
時
で
四
十
日

岩
田
豊
雄

「
お
母
は
ん
、
あ
た
や

手
伝
い
を
申
し
出
る

こ
れ
ら
横
山
少
佐

だ
い
に
そ
の
像
が
結

も
の
だ
っ
た
。
と
り

持
を
乱
さ
な
い
よ
う

つ
た
。」
は
、
当
初
、「
そ
の
時
で
四
十

だ
け
お
茶
を
汲
み
、
ど
れ
だ
け
お
辞
儀

し
く
な
つ
て
き
た
。」（
同
）
と
記
さ
れ

対
応
に
追
わ
れ
る
遺
族
に
厚
い
同
情
を

は
じ
め
〈
九
軍
神

の
生
家
に
は
、
東

、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
。
そ

、
太
平
洋
戦
争
遂
行
へ
国
民
の
意
識
を

家
の
前
に
立
っ
た
岩
田
は
、
そ
の
古
い

れ
申
候
』
と
書
い
た
紙
が
、
風
に
揺
れ

風
に
揺
れ
て
ゐ
た
」
の
箇
所
を
「
軍
神

た
」（
屋
根
裏
の
部
屋
）
と
改
稿
す
る

生
活
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
家
族

あ
る
。

ほ
ど
の
間
、
横
山
家
で
は
商
売
も
で

『
海
軍
』
の
展
開

、
米
の
配
達
を
し
も
す
で
」（
風
と
波

よ
う
な
母
親
思
い
の
好
青
年
と
し
て
描

の
性
格
は
、
数
々
の
関
係
者
か
ら
の
取

ば
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
岩
田
の
取

わ
け
、
鹿
児
島
の
横
山
家
を
訪
れ
た
際

に
心
を
配
っ
て
い
る
。
少
佐
の
戦
死
が

日
ほ
ど
の
間
、
横

を
さ
れ
た
か
と
、

て
い
た
よ
う
に
、

抱
い
た
の
で
あ
る
。

條
英
機
首
相
や
各

れ
は
、〈
九
軍
神

高
め
よ
う
と
す
る

人
が
あ
つ
た

り
関
心
を
示

顧
慮
だ
ろ
う

穫
」
を
得
る

と
さ
れ
る
、

「
私
は
昔
の
戦

こ
の
部
分
も

商
家
の
飾
り
窓
に

て
ゐ
た
」
こ
と
を

の
家
と
し
て
異
様

ほ
ど
、
相
次
ぐ
弔

の
様
子
に
、
強
い

き
ず
、
家
族
の
人

つ
た
と
い
ふ

で
あ
り
、
態

年
士
官
を
神

潮
に
抗
し
て

そ
ん
な
岩

が
開
催
さ
れ

味
を
惹
か
れ

、
二
）
と
家
業
の

か
れ
て
い
る
。

材
に
よ
っ
て
、
し

材
態
度
は
真
摯
な

に
は
、
遺
族
の
気

発
表
さ
れ
て
か
ら

政
策
の
一
環

た
と
え
ば

女
丈
夫
」
で

と
し
て
銃
後

出
来
合
い
の

は
「
平
出
大

の
で
、
最
終
日
に
歩
を
向
け
た
」（
自

さ
な
い
。
こ
の
部
分
が
原
稿
段
階
で
抹

か
。
そ
れ
で
も
、
岩
田
は
展
覧
会
か

。
横
山
少
佐
が
任
務
の
直
前
に
万
年
筆

「
初
陣
の
感
想
」
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

記
文
学
の
一
頁
を
も
読
む
や
う
な
気

後
に
「
少
佐
の
絶
筆
中
の
絶
筆
に
相
違

の
が
、
ウ
ソ
と
し
か
思
へ
な
い
や
う
な

度
で
あ
つ
た
。」（
同
）
と
、
親
近
感
を

格
化
し
、〈
軍
神
を
生
ん
だ
母

を
必

、
岩
田
は
家
族
の
人
間
性
を
み
つ
め
よ

田
だ
か
ら
、
鹿
児
島
の
デ
パ
ー
ト
で

た
時
も
、「
デ
パ
ア
ト
の
催
し
物
と
い

な
か
つ
た
の
だ
が
、
と
も
か
く
行
つ
て 二

で
も
あ
っ
た
。

、「
母
堂
た
か
刀
自
」
を
、「
ど
こ
か
古

「
尊
く
も
健
気
な
軍
国
の
母
」、
さ
ら

奉
公
へ
の
重
き
責
務
を
忘
れ
ぬ
寡
黙
実

言
葉
で
祀
り
上
げ
る
『
九
軍
神
正
伝
』

佐
の
特
別
攻
撃
隊
の
放
送
を
聴
い
て
、

啓
録
と
手
紙
）
と
、
あ
ま

消
さ
れ
た
の
も
検
閲
へ
の

ら
「
意
外
な
る
大
き
な
収

で
『
自
啓
録
』
に
記
し
た

越
し
に
読
ん
で
、
岩
田
は

持
に
な
つ
た
。」
と
い
う
。

な
か
つ
た
。」（
同
）
と
改

、
平
々
凡
々
の
母
親
の
顔

込
め
て
記
し
て
い
る
。
青

要
以
上
に
持
ち
上
げ
る
風

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
横
山
少
佐
顕
彰
展
覧
会
」

ふ
点
で
、
私
は
あ
ま
り
興

ご
覧
な
さ
い
と
、
薦
め
る

三
四

武
士
の
風
格
を
偲
ば
せ
る

に
は
「
大
日
本
婦
人
会
員

践
の
勤
労
愛
好
者
」
と
、

の
記
述
を
よ
そ
に
、
岩
田

一
滴
の
涙
も
こ
ぼ
さ
な
か



岩
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を
え
な
か
つ
た
。」（

付
加
は
や
は
り
検
閲

岩
田
は
、
終
生
、

言
葉
を
使
い
た
く
な

わ
れ
た
海
軍
報
道
部

だ
。」
「
美
し
い
運
命

美
化
へ
向
か
う
改
稿

前
に
「
宮
廷
注
意

属
将
校
の
モ
デ
ル
坂

の
一
将
校
が
、
海
軍

て
考
へ
た
。」
と
記
し

い
軍
神
を
教
へ
子
と

友
情
を
大
切
に
す
る

し
た
こ
と
が
、
自
筆

し
か
し
、
時
代
は

敲
に
は
、
軍
部
へ
の

の
武
士
道
」（
軍
神
の

「
東
郷
元
帥
と
と
い

は
」
「
立
派
な
戦
死

稿
さ
れ
て
し
ま
う
が

『
海
軍
』
の
展
開

二
中
の
先
生
）
と
改
稿
さ
れ
て
い
る

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

皇
室
へ
の
敬
慕
を
抱
い
て
い
た
作
家
だ

い
リ
ベ
ラ
ル
な
感
覚
を
備
え
て
い
た
。

課
長
平
出
英
夫
大
佐
と
の
対
談
で
も
、

の
下
に
散
っ
た
。」（
自
啓
録
と
手
紙

は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

」
の
朱
印
の
件
に
触
れ
た
が
、
小
説

口
中
佐
と
の
会
談
を
終
え
た
岩
田
が

の
軍
神
を
教
へ
子
と
し
た
こ
と
を
、
め

た
部
分
も
、「
私
は
こ
の
陸
軍
の
老
将

し
た
こ
と
を
、
皇
国
の
め
で
た
き
事
実

、
温
か
く
血
の
か
よ
っ
た
人
間
の
〈
文

原
稿
を
読
む
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

検
閲
が
強
化
さ
れ
た
戦
時
下
で
あ
る
。

配
慮
が
目
立
つ
。「『
葉
隠
』
と
い
ふ

話
）、「
東
郷
元
帥
と
と
い
ふ
帝
国
海

ふ
帝
国
海
軍
の
象
徴
的
精
神
」（
同
）、

を
遂
げ
た
の
は
」（
青
年
士
官
）、「
美

、
岩
田
が
〈
九
軍
神

の
事
績
を
基
に。「

皇
国
」
の
語
の

が
、
出
来
合
い
の

昭
和
十
七
年
に
行

平
出
が
「
天
皇
陛

に
な
り
そ
う

佐
記
念
号

で
あ
る
。
横

あ
る
だ
け
に

に
概
略
を
紹

）
等
々
、
軍
人
の

『
海
軍
』
の
菊
池
配

、「
私
は
こ
の
陸
軍

で
た
い
事
実
と
し

校
が
、
海
軍
の
若

と
し
て
考
へ
ざ
る

ポ
類
や
国
策

こ
と
が
出
来

岩
田
は
、

そ
の
多
く
は

か
り
に
く
い

学

を
描
こ
う
と

原
稿
段
階
で
の
推

も
の
」
「『
葉
隠
』

軍
の
基
本
精
神
」

「
戦
死
を
し
た
の

し
い
運
命
に
死
ん

下
の
御
為
に

様
直
属
な
ん

回
す
の
に
対

や
つ
て
来
た

持
な
ん
で
せ

る
。」
と
冷
静

の
検
閲
の
制

し
て
、
家
族
愛
や

下
を
離
れ
て

二

な
雑
誌
が
あ
る
。「
報
国
団
雑
誌
」
第

（
昭

・
７
・

、
鹿
児
島
県
立
第
二

山
正
治
の
母
校
「
鹿
児
島
二
中
」
が
編

、
全
国
版
の
ル
ポ
類
に
な
い
き
め
細
か

介
し
た
い
。

協
力
文
学
と
一
線
を
画
し
た
、
穏
や
か

た
の
で
あ
ろ
う
。

二
東
京
・
鹿
児
島
・
呉
で
短
期
間
に
旺
盛

関
係
者
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
た
め

。
し
か
し
、
こ
こ
に
鹿
児
島
で
の
取
材

護
る
。」「
吾
々
は
陪
臣
で
は
な
く
、
誰

で
す
。」
と
、
し
き
り
に
皇
室
を
持
ち

し
、
岩
田
は
「
一
時
、
兵
学
寮
時
代
に

時
に
海
軍
が
英
国
の
制
度
を
採
入
れ
た

う
か
？
（
略
）
英
国
風
の
祭
日
や
休

に
相
対
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

約
を
受
け
な
が
ら
も
、〈
九
軍
神

の

の
海
軍
は
な
く
、（
略
）
海
に
囲
ま
れ

三
五

三
十
三
号
〈
軍
神
横
山
少

鹿
児
島
中
学
校
報
国
団
）

集
・
発
行
し
た
特
集
号
で

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
以
下

な
小
説
『
海
軍
』
を
著
す

な
取
材
活
動
を
行
っ
た
。

に
、
具
体
的
な
内
実
は
わ

を
裏
付
け
る
資
料
の
一
端

が
な
ん
と
言
つ
て
も
天
皇

出
し
、
国
粋
主
義
を
振
り

、
ド
ー
グ
ラ
ス
等
が
大
勢

と
い
ふ
の
は
ど
う
い
ふ
気

日
が
あ
つ
た
り
な
ん
か
す

岩
田
な
れ
ば
こ
そ
、
数
々

神
格
化
に
汲
々
と
す
る
ル

た
日
本
を
海
軍
が
天
皇
陛



た
。」
と
い
う
横
山
正

の
忠
良
な
軍
人
に
な

（
軍
人
組
、
九
）
と
書

原
稿
に
見
ら
れ
た
「

戦
中
版
『
海
軍
』
に

わ
る
極
端
な
言
葉
を

「
日
記
抄
」
は
、「

追
悼
の
様
子
を
伝
え

本
文
頁
で
は
「
横

の
文
章
が
収
録
さ
れ

（
本
校
学
友
会
雑
誌
よ

児
島
地
方
行
幸
中
の

深
い
の
は
、
た
と
え

と
至
尊
の
御
前
に
誓

岩
田
豊
雄

「
軍
神
横
山
少
佐
遺

学
生
時
代
の
横
山
正

真
」
や
、「
二
中
尾
上

師
に
宛
て
た
書
簡
を

ま
た
、「
昭
和
十
七
年

七
年
五
月
二
十
二
日

治
の
原
文
を
、
岩
田
が
谷
真
人
の
文

り
ま
す
』
と
心
に
誓
ひ
つ
ゝ
、
玉
座
の

き
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「『
海

御
写
真
」
か
ら
「
御
英
姿
」
へ
の
余
儀

お
い
て
も
、
岩
田
は
「
臣
民
」「
至
尊

避
け
た
い
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

少
佐
の
兵
学
校
生
活
中
の
中
軸
を
な
す

る
写
真
も
あ
る
。

山
少
佐
遺
文
集
」「
横
山
少
佐
日
記
抄

て
い
る
。「
遺
文
集
」
の
ひ
と
つ
「
御

り
）」
は
、
小
説
『
海
軍
』
で
も
引
用

天
皇
に
拝
謁
し
た
時
の
印
象
を
綴
っ
た

ば
「
亦
一
歩
々
々
に
陛
下
の
忠
良
な
る

ひ
つ
ゝ
、
益
々
踏
む
足
を
強
め
て
玉

『
海
軍
』
の
展
開

影
」
を
巻
頭
に
、
グ
ラ
ビ
ア
が
六
頁

治
が
写
っ
た
昭
和
十
年
四
月
の
「
軍

教
諭
宛
ノ
書
翰
（
昭
和
十
六
年
九
月

は
じ
め
、
母
校
な
ら
で
は
の
資
料
が
掲

三
月

東
條
首
相
生
家
ニ
於
ケ
ル
英

七
高
校
庭
ニ
於
ケ
ル
鹿
児
島
市
市
葬章

と
し
て
「『
陛
下

前
を
通
過
し
た
。」

軍
』
余
話
」
自
筆

な
い
変
更
と
同
様
、

」
な
ど
皇
室
に
関

昭
和
十
三
年
｜
三

誌
」
は
、
小

同
作
後
半
の

横
山
正
治

『
自
啓
録
』
の

蔵
雑
誌
で
は

い
。
前
に
触

に
し
た
文
書

」
な
ど
横
山
正
治

親
閲
を
拝
受
し
て

さ
れ
て
い
る
。
鹿

作
文
だ
が
、
興
味

臣
民
と
為
り
ま
す

座
の
前
を
通
過
し

小
説
『
海
軍

と
の
間
に
異

の
」
と
付
記

あ
り
、
両
者

と
も
あ
れ

誌
」
や
横
山

あ
る
。
本
作

。
そ
こ
に
は
、
中

人
志
望
者
組
組
写

三
十
日
）」
な
ど
恩

載
さ
れ
て
い
る
。

霊
礼
拝
」「
昭
和
十

」
な
ど
地
元
で
の

年
時
代
の
正

も
小
説
『
海

鹿
児
島
で
厚

の
は
、
当
時

先
生
が
、
ひ

と
述
懐
し
て

説
『
海
軍
』
連
載
開
始
か
ら
数
え
て
三

資
料
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

の
文
章
は
、
他
に
、
池
田
校
長
「
横

「
初
陣
の
感
想
」
全
文
が
収
め
ら
れ

そ
の
部
分
が
墨
で
黒
々
と
抹
消
さ
れ
て

れ
た
よ
う
に
、『
自
啓
録
』
は
岩
田
が

で
あ
る
。
岩
田
も
「
そ
の
全
文
を
引
用

』
の
「
真
人
の
日
記
」
と
「
報
国
団
雑

同
は
あ
る
が
、「
日
記
抄
」
が
「
校
長

さ
れ
て
い
る
以
上
、
筆
写
に
際
し
て
整

を
比
較
し
て
岩
田
の
独
創
を
探
る
こ
と

、
岩
田
は
事
前
に
関
係
者
の
話
を
聞
く

正
治
の
『
日
記
』
を
借
用
し
、
小
説

執
筆
へ
の
強
い
意
欲
が
窺
わ
れ
る
。 二

月
か
ら
四
年
時
代
の
十
二
月
ま
で
｜
の

軍
』
の
「
真
人
の
日
記
」
の
章
に
引
用

遇
を
受
け
た
岩
田
が
、「
横
山
少
佐
の

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
垂
涎
し
そ
う
な

そ
か
に
私
に
回
し
て
く
れ
た
。」（「
特

い
る
の
で
、
原
物
を
手
元
に
置
い
て
作

十
日
後
の
発
行
で
あ
り
、

山
正
治
君
略
伝
」
中
に
、

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
架

い
る
の
で
、
判
読
で
き
な

デ
パ
ー
ト
の
展
覧
会
で
目

す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い

誌
」
掲
載
の
「
日
記
抄
」

先
生
自
ら
の
手
に
成
る
も

理
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が

は
む
つ
か
し
い
。

と
と
も
に
、「
学
友
会
雑

『
海
軍
』
に
活
用
し
た
の
で

な
お
、
こ
の
「
報
国
団
雑

三
六

日
記
の
抄
録
」
で
、
こ
れ

さ
れ
て
い
る
。
取
材
先
の

兵
学
校
の
日
記
な
ん
て
も

も
の
だ
つ
た
が
、
学
校
の

殊
潜
航
艇
」
昭

・
３
）

品
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。



岩
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記
）
が
届
け
た
「
旧

刊
に
て
九
軍
神
の
中

る
事
は
出
来
ま
せ
ん

を
失
ひ
ま
し
た
事
は

で
い
る
。
そ
し
て
、

『
海
軍
』
の
登
場
人
物

の
モ
デ
ル
池
田
校
長

の
モ
デ
ル
尾
上
盛
隆

偲
ぶ
」
を
寄
稿
し
、

て
い
る
。

な
か
で
も
、
幼
な

中
学
、
同
級
に
し
て

か
ら
の
規
制
が
あ
っ

ら
れ
た
書
簡
の
発
信

統
制
が
目
立
つ
。
昭

売
品
」
に
ま
で
当
局

刷
・
製
本
後
の
抹
消

こ
と
に
な
ろ
う
か
。

以
上
紹
介
し
た
横

の
は
、
残
念
で
あ
る

『
海
軍
』
の
展
開

友
感
想
文
」
は
興
味
深
い
。
肥
後
は

に
少
佐
の
姿
を
拝
し
ま
し
た
時
の
感
激

。」
と
公
式
的
な
賛
美
を
示
し
た
後
、

実
に
残
念
で
す
。」
と
、
友
と
の
別
離

「
学
校
の
帰
り
等
い
つ
も
一
緒
で
（
略

の
モ
デ
ル
た
ち
も
追
悼
文
を
寄
せ
て

は
「
横
山
正
治
君
略
伝
」
を
、
軍
人
組

は
「
合
同
海
軍
葬
儀
に
参
列
し
て
」

菊
池
配
属
将
校
の
モ
デ
ル
坂
口
中
佐
は

馴
染
み
牟
田
口
隆
夫
の
モ
デ
ル
肥
後
盛

親
友
。
現
在
日
立
製
作
所
勤
務
、
名
古

た
ら
し
い
。「
報
国
団
雑
誌
」
で
は
、

年
月
日
も
墨
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
な
ど

和
十
七
年
の
時
点
で
、
地
方
の
中
学
校

の
目
が
光
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
か

な
の
で
、
事
前
検
閲
は
比
較
的
ゆ
る
や

山
正
治
の
文
章
の
他
に
、「
報
国
団
雑

が
、」（
自
啓
録
と
手
紙
）
と
記
し
て
い、「

三
月
七
日
の
朝

実
に
筆
に
て
述
べ

「
生
涯
の
莫
逆
の
友

を
率
直
に
悲
し
ん

）
よ
く
八
幡
小
学

リ
ラ
イ
ト
し

２
・

二
刷

小
説
『
海
軍

（
前
出
「
日
本

文
学
と
も
読

い
る
。
河
田
校
長

の
担
任
緒
方
先
生

「
軍
人
横
山
少
佐
を

「
書
」
を
揮
毫
し

保
（
軍
神
と
小
学
、

屋
高
工
卒
｜
と
注

「
報
国
団
雑

対
す
る
母
校

小
説
『
海
軍

る
。小

説
『
海

グ
ラ
ビ
ア
に
掲
げ

、
戦
時
下
の
言
論

が
発
行
し
た
「
非

。
も
っ
と
も
、
印

か
だ
っ
た
と
い
う

誌
」
に
は
、
小
説

す
」
と
中
学

く
れ
ま
し
た

あ
り
ま
し
た

た
話
は
、
小

隔
て
の
無
さ

く
れ
た
肥
後

か
し
た
の
だ

る
よ
う
に
、
当
局

校
の
運
動
場

二

た
『
少
国
民
版
海
軍
』（
昭

・

・

三
万
部
、
利
根
書
房
）
が
、
石
井
鶴
三

』
は
「
決
し
て
不
必
要
に
大
き
な
ポ

出
版
文
化
協
会
推
薦
之
辞
」）、〈
軍
神

め
る
内
容
を
持
っ
て
い
た
が
、『
少
国

誌
」
第
三
十
三
号
〈
軍
神
横
山
少
佐

の
反
応
や
、
地
方
で
の
検
閲
の
問
題
を

』
の
取
材
過
程
で
、
岩
田
が
得
た
も
の

三
軍
』
が
四
版
を
重
ね
、
な
お
売
れ
て
い

生
時
代
の
思
い
出
を
語
り
、
任
官
後
も

。
そ
し
て
一
つ
の
ふ
と
ん
の
中
で
徹
宵

。」
と
、
横
山
正
治
と
の
親
交
を
懐
か

説
『
海
軍
』「
海
軍
画
家
」
の
章
末
で

を
示
す
逸
話
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

盛
保
か
ら
、
こ
れ
に
類
す
る
さ
ま
ざ
ま

ろ
う
。

に
行
つ
て
野
球
、
陸
上
競
技
等
を
し

三
七

５
初
版
一
万
部
、
昭

・

の
装
幀
で
刊
行
さ
れ
た
。

ー
ズ
を
と
る
こ
と
な
く
」

の
生
涯
を
描
き
、
青
春

民
版
海
軍
』
に
な
る
と
国

記
念
号

は
、〈
軍
神

に

考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、

を
類
推
で
き
る
資
料
で
あ

る
頃
、
少
年
少
女
向
き
に

「
私
の
下
宿
を
た
づ
ね
て

語
り
通
し
た
事
も
再
三
で

し
む
。
一
つ
の
蒲
団
で
寝

、
真
人
と
隆
夫
ふ
た
り
の

岩
田
は
、
自
宅
を
訪
ね
て

な
話
を
聞
い
て
小
説
に
活

て
飛
び
ま
は
つ
た
も
の
で



主
人
公
谷
真
人

と
本
書
の
価
値
を

民
の
胸
の
中
に
、
き

に
違
ひ
な
い
、
私
は

書
と
し
て
の
期
待
を

小
説
『
海
軍
』
で

が
、『
少
国
民
版
海
軍

導
さ
れ
る
。

次
に
、
海
軍
大
将

「
序
」
が
並
ぶ
。
末
次

少
国
民
諸
君
に

屈
や
議
論
で
な

軍
人
は
天
才
児

の
立
派
な
軍
人

岩
田
豊
雄

策
協
力
色
が
濃
く
な

を
め
く
る
と
、

海
軍
兵
学
校
の
授
業

〈
九
軍
神

の
海
軍
葬

写
真
が
掲
載
さ
れ
て

年
少
の
読
者
は
、
虚

が
身
を
以
て
示
し
た
皇
軍
の
尊
い
伝
統

推
薦
す
る
。
同
様
に
、
平
出
も
「
こ
れ

つ
と
軍
神
に
続
か
う
と
い
ふ
熱
意
が
、

さ
う
信
じ
て
ゐ
る
。」
と
述
べ
、
少
国

滲
ま
せ
て
い
る
。

は
勝
海
舟
筆
海
軍
兵
学
校
門
標
か
ら
採

』
で
は
山
本
五
十
六
元
帥
の
揮
毫
に

末
次
信
正
と
海
軍
報
道
部
課
長
平
出

は自
覚
し
て
貰
ひ
た
い
こ
と
は
、
第
一
に

く
、
身
を
以
て
実
践
す
べ
き
も
の
で
あ

た
る
を
要
せ
ず
、
心
だ
に
忠
誠
な
ら
ば

と
し
て
お
役
に
立
ち
得
る
こ
と
。
以
上

『
海
軍
』
の
展
開

っ
て
く
る
。

ま
ず
、
鹿
児
島
の
東
郷
平
八
郎
元
帥
の

風
景
、
練
習
艦
の
遠
洋
航
海
や
真
珠
湾

の
様
子
な
ど
、
グ
ラ
ビ
ア
十
頁
に
亘

い
る
。
お
お
む
ね
作
品
の
展
開
に
沿
っ

構
の
小
説
で
は
な
く
事
実
の
記
録
と
し

で
あ
る
。

を
読
ま
れ
た
少
国

も
り
上
つ
て
来
る

民
教
育
に
資
す
る

ら
れ
て
い
た
題
字

改
め
ら
れ
た
こ
と

頼
し
た
岩
田

言
及
も
な
い

自
然
で
あ
ろ

章
題
の
異

校
論
」
が
抹

（『
少
国
民
版

て
い
る
。
最

英
夫
、
ふ
た
り
の

、
忠
君
愛
国
は
理

る
こ
と
。
第
二
に
、

、
凡
児
も
亦
陛
下

の
二
つ
は
本
篇
の

あ
る
」（「『
海

離
れ
、『
少
国

リ
ラ
イ
ト

戦
後
、『
獅
子

９
・

、
朝

部
の
人
々
の

つ
い
て
」）
と

墓
や
、
江
田
島
の

攻
撃
、
さ
ら
に
は

っ
て
十
六
枚
も
の

た
配
列
で
あ
り
、

て
読
む
よ
う
に
誘

と
併
せ
、
次

あ
る
。「
作
者

ふ
る
余
地
な

は
、
生
徒
の

実
在
と
真
実

一
方
で
、「
あの

潔
い
態
度
を
考
え
る
と
、『
全
集
』

『
少
国
民
版
海
軍
』
は
、
他
者
に
よ
る

う
。

同
で
は
、
少
年
少
女
に
は
む
つ
か
し
い

消
さ
れ
た
ほ
か
、「
修
羅
」（
小
説
『
海

海
軍
』）、「
霹
靂
」
「
雷
」、
と
平
易

終
章
「
近
頃
の
若
い
者
」
が
そ
の
も
の

軍
』
余
話
」）
と
、
虚
構
の
大
切
さ
を

民
版
海
軍
』
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
色

に
岩
田
が
ど
の
く
ら
い
関
与
し
た
か
は

文
六
全
集
』
全
十
六
巻
・
別
巻
一
（

日
新
聞
社
）
刊
行
時
に
、「
戦
争
中
の

考
え
を
、
私
は
正
し
い
と
は
思
わ
な
い

し
て
、
戦
争
中
の
文
章
を
一
巻
に
収 二

世
代
の
優
秀
な
海
軍
軍
人
を
生
み
出
そ

の
態
度
が
極
て
真
剣
で
あ
り
、（
略
）

か
り
し
は
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
所
で
あ

「
自
我
」
を
封
じ
る
戦
中
教
育
を
よ
く

の
前
に
仕
え
た
の
で
あ
り
ま
す
」（「
原

の
小
説
に
は
、
全
然
ホ
ン
ト
の
部
分

に
収
録
さ
れ
ず
、
作
者
の

リ
ラ
イ
ト
と
考
え
る
の
が

と
判
断
し
て
か
、「
兵
学

軍
』）
「
隆
夫
の
悩
み
」

な
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ

ず
ば
り
の
「
軍
神
」
に
変

表
し
た
岩
田
の
姿
勢
か
ら

彩
が
強
い
。

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

昭

・
５
・

昭

・

行
動
を
秘
そ
う
と
す
る
一

」（「『
海
軍
』
そ
の
他
に

め
る
こ
と
を
出
版
元
に
依

三
八

う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で

些
か
た
り
と
も
自
我
を
雑

る
。」
と
い
う
末
次
の
言

現
し
て
い
る
。「
作
者
は

作
者
と
し
て
」）
と
す
る

と
、
全
然
ウ
ソ
の
部
分
が



岩
田
豊
雄

ル
が
存
在
せ
ず
、
作

軍
』
で
は
、
心
ひ
そ

い
る
。
胸
の
内
を
伝

ダ
は
、
陰
な
が
ら
真

葬
儀
で
も
「
エ
ダ
だ

で
、
出
ツ
き
も
し
た

を
出
て
き
た
の
で
す

へ
、
腹
が
へ
つ
た
ら

冒
頭
の
章
題
「
男
ン

ら
は
少
年
少
女
の
読

針
だ
っ
た
ろ
う
。

内
容
に
関
わ
る
変

「
雷
」「
軍
神
」
の
章

た
い
。

「
万
感
胸
に
迫
つ

（『
少
国
民
版
海
軍
』）

輝
く
新
年
が
」、「
卒

さ
れ
て
い
る
の
は
「

や
谷
真
人
の
遺
書
は

え
ら
れ
て
い
る
の
も

『
海
軍
』
の
展
開

者
岩
田
が
創
造
し
た
代
表
的
な
人
物
エ

か
に
真
人
を
恋
い
慕
う
女
性
と
し
て
そ

え
る
こ
と
な
く
、
真
珠
湾
攻
撃
で
最
愛

人
の
遺
髪
を
迎
え
る
た
め
に
、
た
だ
ひ

け
は
、
泣
か
な
か
つ
た
。
彼
女
は
、
土

」（
小
説
『
海
軍
』）
「
兄
さ
ん
、
あ
た

」（『
少
国
民
版
海
軍
』）、「
汝
や
、
朝

う
」
等
々
、
鹿
児
島
方
言
は
共
通
語
に

子
」
が
「
男
の
子
」
に
変
え
ら
れ
て
い

み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
最
初
か
ら
決

更
に
は
、
隆
夫
の
妹
エ
ダ
の
形
象
が
あ

を
と
り
あ
げ
て
、『
少
国
民
版
海
軍
』

て
」（
小
説
『
海
軍
』）
「
胸
が
い
つ

、「
雄
大
な
希
望
を
胎
ん
だ
新
年
が
」

然
と
し
て
」
「
ふ
と
」
等
々
、
か
み
く

少
国
民
版
」
一
般
に
見
ら
れ
る
こ
と
だ

、
原
文
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
。
ま

、
国
策
協
力
色
を
強
め
て
い
る
。
こ
こ

ダ
は
、
小
説
『
海

の
魅
力
を
放
っ
て

の
人
を
失
っ
た
エ

と
り
で
上
京
す
る
。

下
座
の
膝
を
キ
チ

れ
に
変
わ
っ

で
も
、
家
の

つ
き
ま
し
た

性
の
本
分
で

修
身
の
教
科

し
は
、
黙
つ
て
家

飯
は
？
」
「
お
ま

直
さ
れ
て
い
る
。

た
よ
う
に
、
こ
れ

め
ら
れ
た
編
集
方

る
。
明
確
な
モ
デ

海
軍
』
の
エ

て
、
そ
れ
か

て
貰
は
う
と

を
拝
ん
で
涙

ゞ
、
自
分
が

恥
か
し
く
な

た
エ
ダ
の
真

の
形
象
を
検
討
し

ぱ
い
に
な
つ
て
」

「
大
き
な
希
望
に

だ
い
た
表
現
に
直

が
、
大
本
営
発
表

た
、「
家
な
、
無
断

て
も
、
声
も

『
少
国
民
版
海

女
は
、
坐
つ

た
」（
軍
神
、

そ
も
そ
も

ら
す
こ
と
は

や
ら
う
」
と

で
は
結
末
近
く
の

ン
と
揃
へ
て

二

て
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
エ
ダ
に
「
鹿

手
助
け
に
な
る
こ
と
」
が
「
よ
ほ
ど
、

」
と
語
ら
せ
る
が
ご
と
き
、
勉
学
よ

あ
る
と
い
う
、
女
性
の
生
き
方
で
あ
っ

書
に
変
質
し
た
よ
う
な
変
貌
ぶ
り
で
あ

ダ
は
、「
兄
の
親
友
の
葬
儀
に
間
に
合

ら
、
兄
に
頼
ん
で
、
東
京
で
勉
強
で
き

思
つ
た
。」
と
、
隆
夫
に
上
京
の
理
由

し
て
、
心
を
入
れ
替
え
て
帰
郷
を
決
意

偉
く
な
り
た
い
ば
か
り
に
、
東
京
で
勉

つ
た
の
で
す

」。
小
説
『
海
軍
』
で

人
へ
の
慕
情
は
、『
少
国
民
版
海
軍
』

、
涙
も
出
さ
な
か
つ
た
」（
近
頃
の
若

軍
』
の
エ
ダ
は
泣
く
の
で
あ
る
。「
エ

た
膝
を
キ
チ
ン
と
揃
へ
、
合
掌
し
な

三
）。

小
説
『
海
軍
』
の
エ
ダ
は
、
上
京
し
た

な
か
っ
た
。
隆
夫
が
「
洋
裁
学
校
か
、

、
見
当
違
い
の
忖
度
を
す
る
だ
け
で
あ

、
微
動
も
せ
ず
に
、
合
掌
し
て
ゐ
た
。

三
九

児
島
へ
帰
つ
て
、
す
こ
し

立
派
な
こ
と
だ
と
、
気
が

り
も
家
庭
を
守
る
の
が
女

た
。
ま
る
で
青
春
小
説
が

る
。

ふ
や
う
に
、
東
京
へ
行
つ

る
や
う
に
、
両
親
に
説
い

を
話
す
。
そ
し
て
、
葬
儀

す
る
。「
あ
た
し
は
、
た

強
し
よ
う
と
思
つ
た
の
が
、

大
き
な
要
素
を
占
め
て
い

で
は
消
さ
れ
て
い
る
。
そ

い
者
、
七
）。
と
こ
ろ
が
、

ダ
も
、
泣
い
て
ゐ
た
。
彼

が
ら
、
肩
を
震
は
せ
て
ゐ

胸
の
内
を
兄
隆
夫
に
も
洩

女
子
大
へ
入
り
た
い
ん
ぢ

る
。
一
方
、『
少
国
民
版

ん
だ
唇
は
、
震
へ
て
ゐ



坂
具
隆
監
督
、
沢
村

画
・
海
軍
省
後
援
に

封
切
り
に
先
立
っ

千
部
、
青
山
書
院
）

珠
湾
深
く
突
入
し
て

く
、
実
景
で
描
く
こ

そ
の
他
に
も
、「
今
朝

四

昭
和
十
八
年
十
二

映
画
『
海
軍
』
が
封

（「
朝
日
新
聞
」
昭

見
た
。
立
派
な
も
の

・
８
）
と
の
推
薦

岩
田
豊
雄

葬
列
を
見
送
っ
た

」
と
考
え
さ
せ
、

ほ
ど
大
き
な
光
栄
を

感
さ
せ
た
こ
と
も
含

す
る
書
と
し
て
の
役

軍
』
の
〈
健
全
さ

勉
脚
本
、
山
内
明
・
風
見
章
子
主
演

加
え
、
文
部
省
の
推
薦
を
得
た
。

て
、
沢
村
勉
『
脚
本
「
海
軍
」』（
昭

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
真
人
の
乗
っ
た

い
く
様
子
を
、
原
作
で
の
〈
隆
夫
の
夢

と
で
宣
伝
臭
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と

の
攻
撃
は
（
略
）
畏
れ
多
い
が
陛
下

月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
二
周
年
を

切
ら
れ
た
。「
決
戦
第
三
年
を
迎
へ

・

・
７
）
と
の
惹
句
や
、
石
川
達

だ
。
緒
戦
の
感
激
を
新
た
に
し
た
。

文
を
載
せ
て
、
大
々
的
に
宣
伝
さ
れ
た

『
海
軍
』
の
展
開

隆
夫
に
、「
真
人
は
、
神
様
に
な
つ
た

「
も
う
、
悲
し
く
は
な
か
つ
た
。
自
分

担
つ
た
こ
と
が
、
シ
ミ
ジ
ミ
と
、
嬉

め
、
軍
人
の
「
序
」
で
期
待
さ
れ
た
、

割
を
全
う
し
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
す

は
よ
り
明
確
に
な
ろ
う
。

。
海
軍
報
道
部
企

・

・
１
初
版
五

特
殊
潜
航
艇
が
真

と
し
て
で
は
な

は
旧
稿
で
の
べ
た
。

の
お
耳
に
も
達
し

「
焦
点
が
は
つ

度
お
よ
び
技

分
（
略
）
模

恐
ら
く
何
人

激
を
与
へ
る

た
。映

像
を
見

記
念
し
て
、
松
竹

て
一
億
に
捧
ぐ
」

三
の
「『
海
軍
』
を

」（「
同
」
昭

・

こ
の
映
画
は
、
田

こ
の
映
画

一
巻
第
一
号

と
題
し
て
特

「
脚
色
」、
清

影
」、
以
上
、

な
注
目
を
集

い
。「
絶
対
的

軍
神
に
な
つ
た

の
親
友
が
、
そ
れ

し
か
つ
た
。」
と
実

少
国
民
教
育
に
資

る
時
、
小
説
『
海

て
ゐ
る
筈
だ

し
た
表
現
が

春
光
に
燦
と

と
匂
ふ
万
朶

ゆ
き
き
は
め

本
五
十
六
の

き
り
し
な
い
。
全
体
が
散
漫
で
あ
る

術
に
錯
誤
」（
清
水
）
が
あ
り
、
撮
影

型
の
精
密
度
不
足
」（
島
崎
）
が
見
ら

が
見
て
も
、
小
説
『
海
軍
』
が
読
者
に

こ
と
は
出
来
な
い
」（
清
水
）
と
い
う

る
と
、
確
か
に
平
板
な
展
開
や
テ
ン
ポ

は
、
映
画
雑
誌
再
統
合
の
結
果
、
新
発

（
昭

・
１
、
日
本
映
画
出
版
）
に
、

輯
が
組
ま
れ
た
。
津
村
秀
夫
「
総
論

水
千
代
太
・
豊
田
四
郎
「
演
出
」、
田

分
野
別
に
七
本
の
批
評
が
掲
載
さ
れ

め
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

立
場
で
検
討
す
る
と
明
か
に
失
敗
」 二

」、「
よ
し
。
で
は
、
皇
居
を
遙
拝
す
る

多
く
、
結
末
に
は
靖
国
神
社
が
現
れ
、

輝
く
。
尽
忠
殉
国
の
英
魂
を
、
こ
ゝ
に

の
桜
花
。」
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、

わ
が
若
人
ら
つ
ひ
に
か
へ
ら
ず
」
と
、

和
歌
が
示
さ
れ
る
周
到
さ
だ
。

」（
飯
島
）。
演
出
の
「
態

に
も
「
夜
景
描
写
の
不
充

れ
る
。「
映
画
『
海
軍
』
は

与
へ
た
や
う
な
国
民
的
感

の
が
大
方
の
批
評
で
あ
っ

の
遅
さ
が
目
立
ち
、
軍
艦

足
し
た
「
映
画
評
論
」
第

「
映
画
『
海
軍
』
検
討
」

」、
飯
島
正
・
熊
谷
久
虎

中
敏
男
・
島
崎
清
彦
「
撮

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
大
き

、
そ
の
評
判
は
芳
し
く
な

（
津
村
）
で
あ
り
、
脚
色
は

四
〇。」

な
ど
、
天
皇
を
意
識

「
十
六
弁
菊
花
の
御
紋
章
、

よ
み
が
へ
ら
せ
て
、
爛
漫

「
益
荒
雄
の
行
く
と
ふ
道
を

〈
九
軍
神

に
捧
げ
た
山



岩
田
豊
雄

子
」（
昭

・
８
）「

告
発
す
る
作
品
を
発

は
注
目
に
値
す
る
。

新
藤
は
戦
時
中
、

ナ
リ
オ
『
海
軍
』
を

昭
和
三
十
八
年
八

後
の
リ
メ
イ
ク
で
あ

三
田
佳
子
主
演
。
青

青
春
！
〈
若
さ
い
っ

作
」（「
朝
日
新
聞
」

人
ス
タ
ー
北
大
路
を

う
と
し
た
も
の
」
と

い
も
の
の
、
太
平
洋

と
は
注
目
し
て
よ
い

さ
れ
、
後
に
返
還
さ

そ
の
た
め
、
こ
こ
で

た
か
は
確
認
で
き
な

っ
た
が
、
軍
部
が
期

よ
う
で
あ
る
。

な
ど
の
特
殊
撮
影
は

『
海
軍
』
の
展
開

さ
く
ら
隊
散
る
」（
昭

・
８
）
な
ど

表
し
つ
づ
け
た
新
藤
兼
人
が
脚
本
を
担

海
軍
軍
人
だ
っ
た
が
、
敗
戦
直
後
、
復

書
い
た
。
後
に
雑
誌
「
シ
ナ
リ
オ
」
第

月
三
十
一
日
、
東
映
映
画
『
海
軍
』
が

る
。
村
山
新
治
監
督
、
新
藤
兼
人
脚
本

少
年
映
画
審
議
会
の
推
薦
を
受
け
た

ぱ
い

北
大
路
が
た
く
ま
し
き
海
の
男

昭

・
８
・

夕
刊
）
と
の
惹
句
が

往
年
の
海
軍
士
官
に
仕
立
て
て
カ
ッ
コ

切
り
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。

戦
争
後
半
の
こ
の
時
期
に
、
映
画
批
評

だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
映
画
は
戦
後
ア

れ
た
が
、
結
末
の
真
珠
湾
攻
撃
の
場
面

の
べ
た
沢
村
勉
脚
本
が
、
実
際
に
ど
の

い
。
岩
田
の
原
作
か
ら
離
れ
た
宣
伝
臭

待
し
た
戦
意

揚
の
役
割
は
、
あ
ま
り

幼
稚
に
見
え
る
。
映
画
製
作
そ
の
も
の

、
戦
争
の
悲
惨
を

当
し
て
い
る
こ
と

員
し
て
す
ぐ
に
シ

六
巻
第
一
号
（
昭

心
し
て
出
て

と
愛
を
告
白

ぼ
く
の
青
春

い
う
言
葉
を

し
、
ふ
た
り

封
切
ら
れ
た
。
戦

、
北
大
路
欣
也
・

。「
戦
う
太
平
洋
の

に
挑
む
栄
光
の
大

示
す
よ
う
に
、「
新

い
い
姿
を
み
せ
よ

し
か
し
、「
原
爆
の

し
た
が
っ

洋
戦
争
が
美

ス
フ
ィ
ル
ム

描
写
さ
れ
る

友
情
が
話
の

に
掲
載
さ
れ

と
エ
ダ
の
キ

が
活
き
て
い
た
こ

メ
リ
カ
軍
に
接
収

が
欠
け
て
い
る
。

よ
う
に
撮
影
さ
れ

の
強
い
映
画
で
あ

果
た
せ
な
か
っ
た

リ
ジ
ナ
ル
作

や
腐
敗
が
綴

通
い
、〈
玉
音

隊
の
混
乱
が

バ
カ
し
い
日

い
た
つ
も
り

は
深
い
。

へ
の
批
判
で
は
な

・

）
に

二

き
た
ん
で
す
、
あ
な
た
の
妻
に
な
る
た

し
、
身
体
を
投
げ
出
そ
う
と
す
る
エ
ダ

の
ぜ
ん
ぶ
だ
、
二
人
の
青
春
を
美
し
い

残
し
、
出
征
す
る
真
人
。
こ
の
後
、
真

が
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
青
春
の

て
、
岩
田
豊
雄
の
小
説
『
海
軍
』
を
脚

化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
随
所
に
「
ニ

）
を
挿
入
し
、
日
本
が
無
謀
な
戦
争
に

。
そ
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
青
年
男
女

中
心
で
あ
る
。「
映
画
評
論
」
第
二
十

た
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
と
、
原
作
に
は
な

ス
シ
ー
ン
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
さ
れ

品
で
あ
る
。
八
月
十
五
日
前
後
の
、
海

ら
れ
て
い
る
。
日
常
的
に
行
わ
れ
た
部

放
送

を
聴
い
て
す
ぐ
始
ま
っ
た
物

こ
れ
で
も
か
と
描
か
れ
て
い
る
。「
命

々
を
送
つ
た
海
軍
の
生
活
を
、
出
来
る

で
あ
る
。」
と
附
記
す
る
よ
う
に
、
新

掲
載
さ
れ
た
同
作
は
、
岩
田
豊
雄
の
原

四
一

め
に
出
て
き
た
ん
で
す
」

を
な
だ
め
、「
あ
な
た
は

も
の
に
し
て
お
こ
う
」
と

人
は
特
殊
潜
航
艇
で
自
死

悲
劇
か
ら
、
戦
争
に
対
す

本
化
す
る
際
に
も
、
太
平

ュ
ー
ス
の
目
」（
ニ
ュ
ー

深
入
り
し
て
い
く
時
代
が

、
真
人
・
隆
夫
・
エ
ダ
の

巻
第
八
号
（
昭

・
８
）

い
、
呉
の
下
宿
で
の
真
人

て
い
る
。「
わ
た
し
、
決

軍
航
空
隊
分
隊
内
の
弛
緩

下
い
じ
め
や
上
官
の
料
亭

資
の
奪
い
合
い
等
々
、
軍

を
さ
ら
し
て
、
実
に
バ
カ

だ
け
嘘
の
な
い
や
う
に
書

藤
の
軍
隊
に
対
す
る
怨
み

作
で
は
な
く
、
新
藤
の
オ



注

小
説
『
海
軍
』

『
現
代
国
民
文
学
全

年
後
に
は
単
行
本

そ
の
後
、
角
川
文

六
巻
』（
昭

・
７

に
は
中
公
文
庫
が

田
中
励
儀
「
岩

院
大
学
）

戦
中
の
ベ
ス
ト
セ

作
者
岩
田
豊
雄
の
手

映
画
・
演
劇
な
ど
、

自
筆
原
稿
に
み
ら
れ

揚
政
策
に
絡
め
取
ら

と
文
学
の
問
題
を
考

岩
田
豊
雄

る
批
判
が
行
わ
れ
て

同
じ
原
作
に
、
戦

と
し
て
、
一
八
〇
度

ろ
う
。
小
説
『
海
軍

る
。

は
敗
戦
後
、
絶
版
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
二

集

第
一
巻

獅
子
文
六
集
』（
角
川
書
店

『
海
軍
』（
昭

・
６
・

、
角
川
書
店
）

庫
や
原
書
房
百
冊
選
書
な
ど
を
経
て
、『
獅

・

、
朝
日
新
聞
社
）
に
収
録
。
平
成
十

刊
行
さ
れ
た
。

田
豊
雄
『
海
軍
』
論
」（「
文
林
」

、
昭

ラ
ー
と
し
て
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た

を
離
れ
、
少
国
民
向
け
に
書
き
改
め
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
展
開
し
た
。

た
岩
田
の
比
較
的
穏
や
か
な
姿
勢
は
、

れ
る
一
方
、
戦
後
は
新
た
な
受
容
を
生

え
る
ひ
と
つ
の
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

『
海
軍
』
の
展
開

い
る
」
映
画
作
品
と
い
え
よ
う
。

中
に
は
戦
意

揚
映
画
と
し
て
、
戦
後

異
な
る
脚
色
が
施
さ
れ
る
事
例
は
、
あ

』
が
、
そ
れ
だ
け
深
い
奥
行
き
を
持
っ

年
五
月
二
十
五
日
、

）
に
収
録
さ
れ
、
二

と
し
て
再
刊
さ
れ
た
。

子
文
六
全
集

第
十

三
年
八
月
二
十
五
日

・

、
松
蔭
女
子
学

映
画
雑

ず
、
散
漫

・

・

田
中
純

一
頁
（
昭

無
署
名

ほ
か
に
、

・

）

「
昭
和

小
説
『
海
軍
』
は
、

れ
る
と
と
も
に
、

「『
海
軍
』
余
話
」

戦
時
下
の
戦
意

み
出
し
た
。
戦
争

行
さ
れ
た

屋
）、
安

山
）
な

小
説

再
版
以
降

た
と
え

ト
し
た

が
き
」
に

際
は
、
他

は
戦
争
批
判
映
画

ま
り
他
に
な
い
だ

て
い
る
証
左
で
あ

一
月
三

『
海
軍
随

無
署
名

収
、
七
〇

平
出
英

「
報
国

人
事
部
閲

〈
九
軍
神

誌
の
批
評
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
紙
で
も

で
あ
る
。」（

「〈
新
映
画
評

海
軍

７
）
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史

』
第
一
六
章

・
５
・

、
中
央
公
論
社
）

「『
海
軍
』
村
山
新
治
作
品
」（「
キ
ネ
マ
旬

江
藤
文
夫
「〈
日
本
映
画
批
評

海
軍
」（

は
、「
時
代
に
と
れ
え
ら
れ
た
青
年
た
ち
の

十
八
年
八
月
一
日
、
明
治
座
に
新
生
新
派
。

。
林
繁
男
『
軍
神
稲
垣
兵
曹
長
』（
昭

原
万
次
郎
『
軍
神
片
山
兵
曹
長
』（
昭

・

ど
。

『
海
軍
』
初
版
の
題
字
は
普
通
の
活
字
を
使
用

で
あ
る
。

ば
、
丹
羽
文
雄
『
海
戦
』（
昭

・

・

『
小
国
民
版
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
』（
昭

・
４
・

は
、「
友
人
牧
尾
善
三
君
の
協
力
を
得
」
た

者
が
書
き
直
す
の
が
一
般
的
だ
っ
た
と
思
わ 二

日
・
六
日
・
十
一
日
は
休
載
。
な
お
初
出

筆
』
と
の
間
で
、
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な
い
。

「
軍
神
横
山
少
佐
」（
朝
日
新
聞
社
編
『
特

頁
、
昭

・
５
・
１
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社

夫
・
岩
田
豊
雄
「《
対
談
》
海
軍
」（「
文
芸

団
雑
誌
」
第
三
十
三
号
の
奥
付
に
は
、「
鹿
児

済
」「
昭
和
十
七
年
七
月
三
十
一
日
発
行
（

の
出
身
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
〈
英「

力
の
配
分
を
誤
り
形
も
整
は

松
竹
作
品
」「
朝
日
新
聞
」
昭

日
本
映
画
と
テ
レ
ビ
、
三
八

報
」

、
昭

・
９
・
１
）。

「
キ
ネ
マ
旬
報
」

、
昭

・

姿
」
が
描
か
れ
た
と
評
す
る
。

歌
舞
伎
座
に
旧
派
で
、
岩
田

・
７
・

、
博
通
社
〈
名
古

１
・

、
合
同
新
聞
社
〈
岡

。
勝
海
舟
の
筆
に
な
る
の
は

、
中
央
公
論
社
）
を
リ
ラ
イ

、
室
戸
書
房
）
の
「
は
し

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実

れ
る
。

四
二

紙
「
朝
日
新
聞
」
と
初
刊
本

別
攻
撃
隊
九
軍
神
正
伝
』
所

）」

｜
９
、
昭

・
９
）

島
県
特
高
課
・
鹿
児
島
海
軍

非
売
品
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

雄

を
顕
彰
す
る
書
物
が
刊



岩
田
豊
雄

字
体
に
改
め
、
ル

（
柳
永
二
郎
『
木

・
５
・

、
読

別
稿
を
期
し
た
い

〔
付
記
〕

「『
海
軍
』
余
話

厚
く
お
礼
申
し
上

小
説
『
海
軍
』

文
章
は
、『
獅
子

９
・

、
朝
日
新

豊
雄
作
『
海
軍
』

『
海
軍
』
の
展
開

ビ
を
省
略
し
た
。

戸
哀
楽
｜
新
派
九
十
年
の
歩
み
』「
年
表
ほ

売
新
聞
社
）。
紙
幅
の
関
係
で
、
演
劇
化
の

。」
自
筆
原
稿
の
公
開
を
、
岩
田
敦
夫
氏
に
お

げ
る
。

お
よ
び
『
海
軍
随
筆
』
を
除
き
、
本
稿
で
引

文
六
全
集
』
全
十
六
巻
・
別
巻
一
（
昭

聞
社
）
を
底
本
と
し
た
。
引
用
に
際
し
、
漢

を
、
新
派
は
川
口
松
太
郎
、
旧
派
は
中
井
泰

か
」
二
三
九
頁
、
昭

問
題
は
省
略
し
た
。

許
し
い
た
だ
い
た
。

用
し
た
岩
田
豊
雄
の

・
５
・

昭

・

字
は
原
則
と
し
て
新

孝
脚
色
で
演
じ
る
」

二
四
三


